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対象疾患は多岐にわたります。各科が周産期・小児の
高度医療を担っていることに対応し、麻酔も専門性が
要求される症例が多くなっています。特色のあるもの
としては、母体・新生児搬送による新生児外科症例、
先天性心疾患、口唇口蓋裂、分娩麻痺、先天性尿路・
性器疾患、未熟児網膜症、気道異物、先天性奇形症候
群を合併した症例などです。産科麻酔ではハイリスク
胎児・妊産婦における帝王切開術や胎児鏡下胎盤吻合
血管レーザー凝固術などの周産期麻酔のほか、分娩部
での無痛分娩の麻酔も担当しています。

様々な疾患の小児・産科患者を対象に、安全で快適に
手術や検査が受けられるよう、麻酔・全身管理を行って
います。小児ではほとんどの場合、手術を全身麻酔下に
行いますが、神経ブロックを併用するなど、術後疼痛の
軽減に工夫をしています。心臓カテーテルやMRI検査
の鎮静も麻酔科が担当しています。また24時間体制で
妊産婦の帝王切開術や無痛分娩の麻酔に対応しています。

診療実績（2022年）

主な対象疾患

診療科の概要

2022年の麻酔科管理症例数は5,236件でした。小児
麻酔（産科以外の成人症例も含む）件数は4,048件
で、新生児症例は87件でした。産科麻酔症例は1,188
件で、帝王切開術が436件、双胎間輸血症候群に対す
る胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー凝固術が37件、無痛
分娩の麻酔管理が632件でした。
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集中治療科

小児集中治療室（PICU）にて、専門科を問わず重症疾
患に罹患した患者さんの集中治療を行っています。心
臓外科・小児外科などの術後管理、先天性心疾患や内
科疾患の全身管理のほか、院内や他院で発生した重
症患者さんの受け入れも行っています。
集中治療科は、専属医師15人と院内ローテート医1～
2名で、10床の集中治療病床と8床のステップダウン
病床を、24時間365日、診療にあたっています。
他院からの研修も受け入れています。

診療成績は、図2のとおりで、常に予測死亡率を下回っ
ています。人工呼吸をはじめ、持続血液ろ過透析や、一
酸化窒素吸入療法、窒素吸入療法、脳低温／平温療法、
ECMOなども行っています。
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図2　予測死亡率（PIM2）と実死亡率の年次推移

図3　他院からの搬送症例数

図1　ICU入室患者の内訳（2022年）
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診療科の概要

主な対象疾患

◎外科疾患
先天性心疾患（単心室、左心低形成症候群、総肺静脈
還流異常症、ファロー四徴症、完全大血管転位など）、新
生児を含めた小児外科疾患（先天性横隔膜ヘルニア、臍
帯ヘルニア、消化管閉鎖、消化管穿孔・出血、漏斗胸、胆
道閉鎖、先天性肺気道奇形など）、脳外科疾患（脳腫瘍、
頭蓋骨早期癒合症など）、整形外科疾患（神経移植など）
の周術期管理。

◎内科疾患
肺炎やARDS（急性呼吸窮迫症候群）などによる重症
呼吸不全、敗血症性ショック、心肺停止蘇生後の全身管
理、血液・悪性腫瘍の呼吸・循環管理、神経筋疾患の呼
吸不全、急性脳炎・脳症、けいれん重積など。

◎疾患内訳
集中治療室入室症例は例年800例程度で、昨年も786
例でした。集中治療室に入室した疾患内訳は図１のとお
りです。人工呼吸管理したのは373例（48％）を占め、
人工肺とポンプを用いた体外循環回路による治療
（ECMO）を行ったのは7例でした。他院から紹介される
患者さんも77例あり、地域医療にも貢献しています。
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